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ポ イ ン トパ ローだ よ り
村 山 雅 美
3月22日19時,-22℃.冷たい風が煩をたた くパロー
の飛行場に降 り立った.日 付変更線のいたずらのため,
東京を同 じ日の21時に飛び立ち,途 中フェアバンクスの
アラスカ大学で半日を過ごしたのち,ア メリカ合衆国の
最北端,北 緯71°の北極洋岸にへば りついたようなたた
住いのエスキモー部落に着いたのである,無造作に飛行
機から投げ出された荷物を,群 らがる見物のエスキモー
をかき分け懐中電灯を頼 りに探 し出 し,タクシーを拾っ
て海軍北極研究所に投宿 したのである.
かねて,ア メリカ海軍は,パ ローに予備燃料貯蔵の探
査のため基地を置いていたが,海 洋,海 氷,気 象,地 球
物理,生 物等北極の環境調査を本格的に しようとしたの
は1946年のことであった.翌1947年,パローに,お よそ
12mx30mの2階建てのかまぼこ兵舎1棟 を設け,NA
RL(海 軍北極研究所)が 発足 したのである.ARLI
S1～6,T-3な ど氷島による漂流観測オペレーショ
ンの拠点 として利用されたその建物は,楠 教授などにも
な じみ深いはずである。
この研究活動の発展に伴い,1968年には,今 日見る立
派な施設へと拡張されたのである.す なわち,実験室46
研究者を100人まで収容 し,管理事務室,ラ'ウンジ,娯
楽室,標 本展示室,図 書室 さらには北極熊,狼 などを飼
育する動物園まで持つ素晴 しい施設が,か まぼこ兵舎の
建ち並ぶ海軍基地の一隅に出現 したのである.
3列に整然と並ぶ建物は,100棟を越え,駐車 して い
る車はたいていエンジンをかけばなしであったり,毛皮
を縁どったフー ドを目深かにパルカ姿の人影が広 々とし
た雪道を白い息を吐 きながら歩いているところなど,南
極のマクマー ド基地の風景そっくりだ.ち がうのは,北
東から南西に走るチュクチ海岸沿いに盛 り上った海氷の
プレッシャーリッヂの彼方には,北 極洋がどこまでも,
広がっている.そ して陸側は,地 平線 まで,ツ ンドラ地
域が白一色に開げ,視 界を遮るものが全くないことであ
る.常時20～100人滞在する研究者 を除き,NARLの
職員70人,ITT(国際電信電話会社,南極のホームズ
アン ドナ・一バースに相当する基地の管理,設 営一切を契
約により取 りしきる民間企業)の 従業員85人,この2つ
の機関を調整する基地指揮官関係2人,そ の他にコース
トガー ド6人,　DEW　(早期警戒網)16人,計179人と
その家族001人,合計380人の人口を数える基 地 で1あ
る.マ クマー ド基地を思わせる基地だが,エ スキモー風
の色彩鮮かな縫いとりのあるパルカ,雪靴を身につけた
女性や子供たちの姿が,こ の北極の基地にひどく親 しみ
のある風情をそえている.
NARLは,組 織の上では,ア ラスカ大学に所属 して
いて,そ の職員は,大 学から給料をもらっている.しか
し,パP－ を中心 とするNARLに よる研究活動は,次
に言うような複雑な構成になっている.す なわち,ワ シ
ントンにある海軍の研究組織の指揮を受ける,パ ロー駐
在の海軍北極研究所指揮官(海 軍少佐)に,1976年を例
にとれば,約13億円の予算がつく。これをア ラ ス カ大
学,ITTに それぞれ約5.5億円,7.5億円が移 し変え
らilる.後者は,こ の予算の範囲で,光熱の供給.車 輌
の維持,食 堂の経営,そ の他,建 物,施 設全般の営繕を
行 っている.
NARLは 一口で言えば ミ貸座敷NS　のようなもので,
5.5億円の事業費により,海軍の要請に よる研究,大 学,
その他民間および外国から前述の分野についての研究者
を受け入れ,NARLが 持つ航空機,車 輌,防 寒衣服,
実験室等を有料で使用させる ミお客ミを100人まで(1
人1日食事付き@35ドル)と れる訳である.NARLの
特色として先ずあげられるのは,飛 行機を極地研究の手
段として使用 した パ イオニヤといってもよいことだろ
う.1960年から開始 したARLISI～6,　 T-3の 氷
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島jl`地の 観 測,又,1975～76i1.・フ}AID　 JEX　 (北!.t"iti
氷:足駄 計 画)も,極 地 飛 行 に 熟 達 した パ イ ロ ソ ト}こkる
飛 行 機 の 運 行 に よ る も の で あ っ た,ち な み に,現 在5人
の パ イ ロ ッ トに よ り,C47(ス ・一一バ ーDC3)21幾 双 発
オ,夕 一,単 発 オ'/ク ・一,セ.な 」1180をそ れ ぞ れ1機,
UH-IDヘ リコ プ タ ー2機 を 持 ・)てい る.
22日 の 夕 食 を喰 い そ(x't]'た1・.IL,暗語 調 整 の た め,2〕
日 の1朝食 を 祓 い.:寝 一..いる と.AID∫EXの キ 、・ン フ
へ の 飛 行 便 が あ る か ら ど う だ と 起 こ さ れ た.あ わ て て,
防 寒 衣 服 を 借 り日」し,空 腹 に ね む け ま な ご で,ハ ン ガ ・一
へ と 駈 つ け た.す で に 暖1畿迎.転IIIのC47に乗 り込 め ば,
約2.5時 間 の 飛 行 で72°53'N,140557'Wに 位ii'tt.」.る1二'
ッ ク ペ ヤ ス テ イ シ.,ン へ のy.tl,物 資.翰送 が 任 務 だ と 機
長 が 教 え て くれ る や 機 体 を き し め て 飛 び 立 っ た.エ ン ジ
ン こ そny2って い る が,機 内 に 外'尺ll;品と 「,iJじ一2〔}e,名に
しSsう ミ空 飛 ぶ 冷 蔵 庫 ミ と い わ れ るC47で あ る 、　 llL調な
北 極 洋 の 海 氷 を 見 お ろ し な が ら,ラ ウ ン.ジで ポ.ケ.・トに
ね じ こ ん で き た ド.一ナ ツ と コ ー ヒ ー で 飢 え と 寒 さ を 凌 い
で い る と,ご ・.グベ ヤ か ら 約100km睡 れ た カ リ ブ ーー ス テ
で シ1ン を 認 め た.や が./'目的 地 の 上空;:さ しか か り,
低 空 で 何 度 か 旋 回 し た 後 、.・度 ク'チ ア ン ド ゴ ー を 試
み,海 氷 ヒに 着 地 し た.㌦{温 一37°,数 メ ー トル の 風 は
ス
さ す.がに 寒 い,「 祓地 モ ー ドの 慌 しい 荷 卸1し,」,U也と の 」追
給 が テ キ パ キ とf1'リて,ビ ッ グ ペ ヤ を 後 に した.
あ と で 知 っ た こ と だ が,府 地 を 特 に 慎IRに した の は,
約1,200mあ ・t/た;.{.}走路 が,着 地 約51>i〕ifに900mの と
こ ろ に 幅30cmの ク ラ ・ クが 入 っ た た め だ と,機 長 が.1,'1}:)
の 機 中 で1['1i∵つ ぶ ・'tて話 し て くれ た の も,}知 ら ぬ が
仏 ミ ス ル リ満 点 ジ,1剋也 飛 行 で あ つ た.
ス リル と い え ば,ホ イ ン トバ コ ー か ら 潅 木Lを ヤ マ ハ
の ス ノー モ ビ.一ル で 走 っ た 時 の こ と だ.「 北1,t{熊の 用 心
の た め こ れ を 持 っ て 行 け 」 と 無 造 作 に 机 の ひ き だ しか ら
出 さ れ た も の は,ヒ7.ト ル で あ っ た.弾 ・li}:を腰 に 巻 き.
ヒ ス トノレを ・、Jレt.,」1!、ツ.ソ トiこ突ji,み.　i'i'tl・C仁を フ ・゜/∫NV
ば した の は 北1.21なら で は の ミカ..コ 良 ぺ で あ ・.汀二.
完 備L、た 施 設 と 極 地 研 究 に 欠 く こ と の で き な い 機 動 力
を 持 つ 施 設 が,二1一 ヨ ー ク よ り も,日{'/に 近 い と こ ろ
に あ る の だ.当 戌 地 研 とLて,見 逃 す こ との で き な い 極
地 研 究 の 場 と1、て,今1紙1}極 的 に 利Alす べ きNARLを
の ぞ き[,Lt[私は,271i夜.砕 氷 艦 の 調 疏 の たy),ン ア ト
ル へ と パ ロ ー の 灯 を ウ1一 ン航 空737の 機 中 か ら1冒匡め 送
っ た の で あ る.
ピ1:1者;国、1∫二極 地 研 究 所 次 長)
海 軍 北 極 研究 所;1!}:理棟 と研 究 陳
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南極観測隊便 り
一第17次越冬隊の近況一
、極 地 研 ニ ュ ー ス
夏の期間に計画されていたS-310JA1号機は,2月
13日午後12時45分0秒(現地時間)に発射高度角80度,
同方位角315度で発射 された.ロ ケットは 正常 に 飛翔
し,最高到達高度215.6㎞に達 して,発射後7分15秒に
は方位角315.7度,水平到達距離280㎞の地点に落下 し
た.又,ロ ケットの観測のうちNEIを 除き他の搭載計
器は正常に動作 し良好なデータを得た.当 初2月10日
に実験が予定されていたが,悪 天候のため延期されてい
た.この打上げ時の気象状況は,快晴,気 温0℃,東 の
風 平均風速l　m/s㏄であり,第17次隊で設置 した ラ
ンチャーの保温の暖房機の状態も良好であった.
天候が10日間も悪 く多少遅れていた輸送も2月18日に
は,約500トンの越冬に必要な物資や観測機器の般入 も
終った.同 日にはヘ リコプタ・一の最終便 が基地 を離陸
し,20日に越冬が成立 した,第17次隊の越冬は1名 が事
故のために帰国の途についたため,29名でこの日の越冬
成立式を迎えた.
越冬成立後の基地では,第16次隊から引継いだ定常観
測,研 究観測すべて順調で,第17次隊より本格的に給っ
た人工衛星テレメ トbJ-ma測もISISの ビーコン電波
の受信に成功 した.
みずほ観測拠点への旅行と越冬するための準備も始ま
り,ルー ト偵察や雪上車の整備が行われ4月 上旬には出
発する計画である.2月28日以来天候がくずれ,3月 に
晴間が出たのは7日 の午後のみで連日20m近い強風が吹
き,し ばしばブリザー ド状態になっているが,各 部門と
も観灘 こ旅行の準備にと忙 しくな り基地の生活にも慣れ
軌道にのってきた.
隊員全員健康状態は良好で あ る.又第17次隊 の新聞
「ザ ・セブンティーン」も発刊された.
ロケヅトの打ち上げ準備をする隊員(電 送写真)
一第18次観測隊隊長 ・副隊長決まる一
南極地域観測統合推進本部は,昨年11月22日(土)の
本部総会において,今 年11月出発する第18次南極地域観
測隊の隊長,副 隊長を次のとおり決定,同 日1発表 さ れ
た.隊 長兼越冬隊長には国立極地研究所地球物理学研究
部門助教授川口貞男(47歳)(第2次,11次の夏隣,3
次,8次,13次越冬隊に参加,13次ではMtJ隊長,越 冬隊
長をつとめたほか,45年度の交換科学者としてアメリカ
3
マクマー ド基地に派遣された)専 門は気象.副 隊長tこは
東京大学理学部附属地球物理学研究施設助教 授 国 分 征
(41歳)(第7次,13次に参加,13次では,越 冬副隊長
をつとめた)専門は地球物理学.
第18次隊のおもな観測計画は,第17次隊に引き続き,
国際磁気圏観測計画(IMS1976～1978)の2年目と
してロケット打上げ}こよる超高層観測等宙空系の研究観
測を重点的に行 うほか,夏期間航空機(セ スナ)に よる
調査観測への参加が予定されている.
川1.1隊長
極 地 研 二
国分副隊長
一第18次観測隊隊員候補者の冬期訓練一
策18次観 測 隊 員候 補 者 の 冬 期 、lll練が3月81i(月)か
ら3月12[1(11)まで 長野 県 乗 鞍{万中 腹 のイ∫llが原1[1荘周
辺 で 川 口隊 長 以 ド37名の候 補 者「が 参加 して行 わ れ た.
南 極 地 域 観 測 に 関 す る心 構 え を体 得 し,観 測 隊 の生 活
及 び 行 動 に 適 応 で きる よ う「f本中 訓 練,d[i的と し,雪 中 歩
行,雪 斜 面 に お け る 滑 落 ρ亨」ヒ,.パイル ワー ク,雪 洞,幕
営 等 基 礎 的 な技 術の 修 得1こ熱 心 な 研 さん を積 ん だ,U頃
は 雪 に した しみ の な い 隊 い 候 補 者に とっ て は きび しい 訓
練 で あ った に もか か わ ら ず,く㌃ほ無事 に 訓練 を糸答え る こ
とが で きた.
と くに ノジ1こは ㍗ に め ぐまれ ず,ザ ラ メと降 雨 後 の ク ラ
ス トで 雪115訓練 は よ り困 難 を きた した が,夜 の講 話'写;に
よ りきび しい 中 に も よ りな ごや か な連 帯感 も生 れ,雪 を
知 りチー ム 「ノー ンをつ くる とい う所 期 の 目 的 を..1'り}に果
た す こ とが で き た.
意」
、
雪 斜 「酊}こお け るr「'}落停rl.」川練
一第16次越冬隊帰国一
昭 和49fl-,11」]25[.ill,i;海Ei;.頭を出 発 し,昭 和「基地 で 越 冬
観i↓[IJI.こ;舌徹1し/こ宥∫16≧欠越 冬[;茨σ)↓1!1't孝男1{求⊥乏t)30ノ、カ:3
A21「,1午後4時20分 東}IC国際 空 港 に帰 着,全1し ピ・(いつ
ば い雪 や け の の 二る 顔 をほ こ ろ ば せ な が ら1年4か 月 ぶ
りに 故 国 の 仁を踏 ん だ,空 港 に は 家 張や関 係 名.が多 妻支出
迎 え,い つ もな が らの な ごや か な 歓迎 風 景 が く りひ ろ げ
られ た.第16次 隊 で は1)IJ次「1蒙と|`il様.多.数の隅 石 を採 取,
ス
又 昭 和 基 地 及 び そ の 周辺,み ず ほ観 測 拠 点 等 の環 よ11科学
研 究 が行 わ れ大 き な 成!杜を あ げ た,こ れ ら の貴 重 な 資 料
は4月19;iに観 測 船 「ふ じ」 で 持 ち帰 ら れ る.こ の ほ か
第16次隊 で は 飛 行 機(セ ス ナ185型)を.第15次に ひ きつ
づ き越 冬 で 使 月jし大 き な 成 果 を あげ 今1麦の研 究 観 測 を行
う うえで 極 めてin要な 存在 とな った.又 第17次隊 に 同 行
した永 川 当研 究 所 長 も17年ぶ りに 昭 和 基地 を訪 れ み.ポほ
観 測 拠 点.や まとII」脈 等 を視 察 し第16次隊 と帰 路 を 共 に
し　 ・JEIiT・く3月151i元気に./「・i'T}[Nした.
与
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外国観測隊に参加して
一 アスタ ・マニ ャーナのアルゼ ンチ ン隊一
一
"アス タ ・マ ニ ヤ ・一ナ",丁 で に 御 存 じと 思 う け ど
"HaSta　manana",　英 語 な らば"Until　tOmOrrow".別
れ 際 の"ま た明[[ネ"と い っ た 挨拶ll'菓で あ る が,一 方
また約 束 事 を 「また 明 日」 との び の びに す る意 も あ るの
か も知 れ な い?
と もあ れ地 球1:て 日{9の喪 倶l!にあ る ゾ ル ゼ ンチ ンに や
っ て きた.ブ エ ノ ス ・γ イ レス 空港 に て ア ル ゼ ンナ ン南
極 研究 所 海 洋 化学111川Lゴエ ナ ッテt博i:の 出迎 え を うけ
た の が昨 年11月中 旬.南 極 行 を 前fにして ブ エ ノ ス ・ア イ
レスに て挨 拶回 りゃ ら情 報 集 め:こ走 り回 る が,思 う;:う
に 行か な い.基 地 周辺 の詳 細 な}〔刷刈,ド1地図,基 地 見取
図 をr:に入 れ よ うと したが 全 く見 当 ら ず,基 地 へ 行 け ば
あ る との こ とで あ っ た,又,研 究 所 の.要:覧の よ うな もの
を尋 わ て も作 ら れ て い ない,そ うこ う して い る うちに ウ
シ'.アイア へ 向 う 日が や っ て き た.1ピ午 に 海 軍 機 が飛 ぶ
とい:)ことで 夏隣 の メ ンバ ー が空 港 に 集 まっ て来 た.し
か し30分が過 ぎ,1時 「1「ljたっ て も ・1['・1に飛 行 機 は や って
来ない.誰 に 聞 い て も 「俺は 知 ら ん.待 っ て りゃ そ の う
ち 来る だ ろ う」 と の返'ドのみ.確 か に そ うぼわ れ れば そ
の とお りで あ る.待 つ こ と3時 間 余,や っ と海 軍 機 が現
わ れ ウ シ.・ア イア へ 飛';.だ.ウシ.・ア イゾ到 着 後 た だ ち
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に 停 泊 中 の 海 軍輸 送 船"パ イア ・ア グ イ リ号"に 乗 り込
み,出 港 待 機 す る も,2日 後 の11月24口早 朝 や っ と 出港
し南 極 へ 商 っ た.多 くの航 海 者 か ら魔 の海 峡 と して 恐 れ
られ て きた ドレー ク海 峡,実 の と こ ろ ど の程 度 の 時 化 に
な るの か と期 待 と不安 に胸 をは ず ませ て い た のだ が 海i/,
は 全 くの ペ タ凪.一 体 こ れが 本 当に あ の ドレー ク海 峡 な
の か しら と思 っ て い る うちに 船 は 南 極 半 島 に 位 置 す る ア
ル ミ ラ ンチ ・ブ ラ ウ ン基 地 に 到 着 した.パ ラ ダイ ス湾 に
錨 治 した船 か ら.ヒ睦 月 舟 艇1こて 上 陸,物 資 輸 送 の 開 始 と
な っ た.基 地 ボ ー ト着 場 で の 越 冬隊 との 抱 擁 が ひ と し き
り続 い た後 に あ わ た だ し く隊 の 交 代,仕 事 の 引継 ぎが行
わ れ た.翌|」船 は 越 冬 隊 を乗 せ,夏 隊 員16名を基 地 に残
して 出航 して行 った.
ス ペ イ ン語 の素 養 の全 く無 い 私 に とっ て,必 死 に な っ
て憶 え た最 初 の 言'菓は 「腹 へ った 」 で あ った.し か しは
じめ教 え られ た 「Estoy　cagando　de　hambre」　 とい う
言 葉 は 後 に な っ て気 付 い たの だ が,ど う もU本 語 に訳 す
の もはば か る よ うな俗 語 で あ っ た ら し い,そ れ 以 降 は
rEstoy　tengo　hambre」　 とい うち ゃん と した スペ イ ン
語 を 使 っ た.ま あい っ し ょに 仕`Fを した研 究 者 達 は アル
ゼ ン.チンイ ング リ ッ シュ を請 した の で,こ れ で 事 は 足 り
た.
基 地 に お け る過 去 数 年 の気 象 観測 デ ー タ を調 べ て み る
と,記 録 さ れ た最 低 気 温 は 一27℃,最 高 気 温 は 十11℃で
あ り,年 間 を通 して 各 月 の最 高 気温 は 必 ず プ ラス の記 録
が あ る.昭 和 基地 付近 の 気 象状 況 と比 較 す る と,か な り
温 暖 で あ る こ とが 分 か る.又,こ の こ とは 南 極 大 陸 に お
い て 顕 花 植 物 の 分 布 が,南 極 半 島周 辺 域 のみ に 限 られ て
い る とい う事 実 か ら も裏 づ け され よ う.基 地 裏 手 に あ る
岩 山 の コ ケ群 落 に 混 ざっ て ナ ン キ ョクコ メ ス ス キ(イ
ネ 科)の 分 布 が 観 察 され た,夏 隊 の 主 な研 究 観 測 は,海
洋 化 学 部 門 に よ るパ ラ ダ イ ス湾 の 季節 的 基礎 生 産 力 の測
定 で あ った.週 に2～3回 の割 で コ.ムボ ー トに よる観 測
が 続 け られ た.私 もこ れ に 便 乗 し,湾 内 で の フ ラ ンク ト
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ン採 集 調 査 を行 った.又,魚 類 採 集 の 目的 で簡 単 な底 延
縄 を試 作 し漁獲 を試 み る も,釣 針 にか か っ て き た のは ヒ
モ ム シ,ヒ トデ,ウ ニ,海 藻 の類 のみ で あ った.し か し
パ ーマt'一基 地 を根 拠 に 活 躍 して い る ア メ リカNSF所 属
の調 査 船"ヒ ロ号"に サ ン プル 依 頼 の 件 を 申 し入 れ た と
こ ろ快 よ く受 け入 れ て も ら え,底 層 トロ ール 網 に よる魚
類 サ ンプ ル及 びIKMT　 (アイ ザ ック ・キ ッ ド中 層 トロ
ー ル網)に よ る オ キ ア ミ標 本 を 手に 入 れ る こ とが で きた .
船 長 以 下 乗 組 員 の 調 査 研 究 に 対 す る協 力 そ して寛 容 な態
度 に は 心 打 たれ た.露 岩 地 域 で の植 物 類 の採 集,又 湾 内
で の海 洋 生 物 の採 集 を行 い,採 集 調 査 地 点 をプ ロ ッ トす
る のに 基 地 付 近 の 海 図 や 白 地 図 が 一 切 な い.基 地 裏 手 の
岩 山の 高 さ,湾内 の 水 深 す らお ぼ つ か な い状 況 で あ っ た.
仕 方 な く基 地 内外 を 歩 き回 り目測 で 附 近 の 見取 図 を作 製
した とこ ろ,逆 に 基 地 の連 中 か ら 「お 前 は 地 図作 りが う
ま い.」 と冷 や か され る始 末 で あ った.
1月 中 旬 に は,夏 隊 長 す ら予 期 して い な か っ た 夏 隊 員
10名の追 加 とい うこ とが ア ッとい う間 に 行 わ れ,基 地 内
の生 活 は 困乱 に陥 っ た.海 洋 化 学 の 研 究 観 測 も 一 段 落
し,私 の方 の採 集 調 査 も一 区 切 りつ い た こ と もあ り,予
定 よ り約2週 間 は や く彼 等 とい っ しょに 基 地 を離 れ るこ
とに な っ た.こ の あ と一 体 い つ,ど の船 で ウ シ ュア イ ア
に帰 れ る のか,全 く"ア ス タ ・マ ニ ャー ナ"と な った.
と もか く1月26日 観 光 船"レ ジナ ・プ リマ号"に 便乗
して基 地 を離 れ,帰 路 デ ィセ ブ シ ・ ン島 の アル ゼ ン チ ン
基 地 に数 時 間立 寄 り,こ こに て今 回唯 一 の ダ=1個 体 を
採 集 した.ま た また信 じられ ない 位 に 波 静 か な ドレー ク
海 峡 を横 切 っ て,29日 ウ シ ュア イ アに 帰 港 した.ウ シ ュ
ア イ アに て 海 軍 機 の待 合 い の た め,約1週 間 の 滞 在 を 余
儀 な くされ,2月5日 ブ エ ノス ・ア イ レスに 戻 った.ブ
エ ノ ス ・ア イ レスに て 試料 及 び 資料 の処 理 ・整 理 の後,
そ れ らの 日本 へ の 発 送 に 関 して また また ア ス タ ・マ ニ ャ
ー ナ事 件 が 起 こ った が,こ の辺 で い ちい ち記 す のは 止 め
よ う.
``アス タ ・マ ニ ャ ーナ",こ れ は 良 きに つ け悪 しき に つ
げ ア ル ゼ ン チ ン国 民 の 陽 気 さ を形 容 す る 言 葉 で あ る と思
う.観 元船 が 来 る前 に は,観 光 客 に よっ て 仕'ドが 中断 さ
れ る こ とを嘆 い てい るが,い ざ船 が 来 る とガ イ ド役 を 買
っ て で た り,ダ ンスに 打 ち興 ず る 姿は,ご く自然 に 受 け
入 れ られ る も ので あ っ た.
陽 気 な ア ル ゼ ンチ ンの 良 き友 に"ア ス タ ・ マ ニ ャ ー
ナ!"
(福地 光 男 国 立 極地 研 究 所
生 理 生 態 学研 究 部 円助 手)
"アル ゼ ンチ ン,ア サ ド料 理 と ワイ ン を楽 しむ 隊 員 達"
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外国観測基地の紹介
一 アル ミランチ ・ブラウン基地
極 地 研 ニ ュ ー ス
(アルゼ ンチ ン)一
アル ミランチ ・ブラウン基地は南極半島の西岸,南緯
64度53分・西経62度53fhlc位置する.南米大陸最南端フ
ェゴ島ウシュァイア港(こ れは世界最南端の街である)
よりドレーク海峡を横切ること海路約680マイル,3日
間の航海の後基地に到着する.基地はブライ ド島とレマ
イや島に囲まれた波静かなパラダイス湾(南北約8㎞,
東西約4㎞)に 面 しており,海岸から高さ7mの 岩盤.上
にある.基地の北方約8㎞ の所には現在使われていない
がチ1)隊のゴンザレス ・ビデラ基地があ り,又船で数時
間のところにはアメリカ隊のパーマー基地がある.
基地附近の眺望は誠に美 しく,芸術家をして創作意欲
を喪失させる程のものであろう.アルプスを思わせる山
々,と りわけ夕陽をあびてこれらの山々がオ レンジ色に
輝 く様は,誠 に美 しく,その合間には氷河が息づき,ま
た浮かぶ氷山の上にはアザラシが昼寝を楽 しみ,海 鳥が
舞い,そ してペンギンが戯れる.おそらくこのあたりが
「パラダイス湾」とい う名の由来になるのであろう.
基地建物は居住棟1,実 験棟1,発 電棟1,給 水棟1
検潮所1,そ の他に避難小屋,艇 庫,オ イルタンクによ
って構成されている.昭和基地の現在の規模 と比較する
とはるかに小 さな基地である.1975/76年夏隊の構成は,
隊長(設 営一般)1,気 象3,研 究(海 洋化学)4,通
信3,電 気1,機 械2,調 理1,そ れに交換科学者1の
合計16名であったが,後 に海洋化学2,生 化学3,生 理
学3が 追加された.越 冬隊の構成は,隊長(設 営一般)
1,気象3,研 究(海 洋化学)2,通 信2,機 械2,調
理1,医 療1の 合計12名とのことであった.
基地では隊長,通 信主任,研究主任の3名 のみが個室
を使用 し,他の隊員は主に2段 ベ ッドを用いた2～4人
?
?
"基地裏山より基地建物全景とパラダイス湾を臨む"
部 屋 を使 って い た.食 事 の 方 は,さ す が ビフ デ キの国 ア
ル ゼ ン チ ン とい った感 じで,昼 ・晩 飯 は 主 食 が 肉 で あ っ
た.し か し朝 食 は コ ー ヒ ー と ク ラ ッ カー程 度 の 軽 い もの
で あ る.朝 食 に ガ ッポ リ食 うの は 日本 人位 か も し れ な
い.昼 食 後 の 一 時 は"シ エ ス タ"と 称 して 昼 寝 を楽 しん
で い る.い か に も ラ テ ン系 民 族 を思 わ せ る.ま た,ア ル
ゼ ンチ ンは ワイ ンの 名産 と聞 い て い た ので,ひ そ か に 楽
しみ に してい た ので あ るが,見 事 に 期 待 を裏 切 られ週 に
2～3回,食 事 の時 に チ ョ ッ ピ リ出 る程 度 で あ っ た.し
か しク リス マ ス イ ブ と大 晦 日に は,飲 ん で 唄 っ て そ して
大 い に 食 う とい っ た パ ー テ ィーが 明 け 方 まで 続 い た.
ア ル ゼ ンチ ン隊 は南 極 半 島 周 辺 に 全 部 で9つ の 基 地 を
持 っ て い るが,そ の 中で ア ル ミ ラン チ ・ブ ラ ウ ン基 地 の
み が唯 一 つ の科 学 観 測 基 地 で あ る,基 地 実 験 棟 の中 に は
生 理 学 ・生 物 学 及 び海 洋 学 実 験 室 が 備 っ てい る.他 の 基
地 は 全 て軍 関 係 に よ っ て維 持 され てい る との こ とで あ っ
た.ア ル ミ ラン チ ・ブ ラウ ン基 地 で の研 究 観 測 項 目は 年
に よ り変 わ る けれ ど,1975/76年の 夏 期 間 は,ア ル ゼ ン
チ ン南 極 研 究 所 海 洋 化学 部 門 の 研 究 者 に よ り,海 洋 観
測,基 礎 生 産 力 測 定 及 び測 定 に 関 す る諸 問 題 に つ い て 研
究 が続 け ら れ た.波 静か な パ ラ ダ イ ス湾 の利 点 を活 か し
て,3-4人 乗 りの ゴ ム ボ ー トに 船 外 機 を付 け,観 測 を
実 施 した.風 の全 く無 い 時 な どは,ま るで 鏡 の よ うな 静
げ さで あ っ た.パ ラダ イ ス湾 は 真 冬 で も全 面 結 氷 す る こ
とは 稀 で あ り,ゴ ム ボ ー トに よ る周 年 の観 測 が,]∫能 で あ
る との話 しを聞 い た.お そ ら く海 洋 物 理 ・化 学 ・生 物 関
係 の仕 事 を す るに は 適 した 基 地 と思 わ れ る.基 地 に お け
る定 常 観 測 と しては,一 般 気 象 観 測,太 陽[|照緻 測 定 及
び検 潮 が行 われ てい る.
夏 隊 員 の表 情 か らは,家 族 と隔 絶 され てい る とい っ た
様 子 は 全 く感 じら れ なか っ た.こ れ に は2つ の 理 由 が あ
る と思 わ れ る.1つ は,家 族 との コ ミュ ニケ ー シ ョンが
容 易 で あ る とい うこ と,基 地 とブ エ ノ ス ・ア イ レス との
間 の ア マ チ ュア無 線 を使 って,隊 員 達 は 毎 日の よ うに家
族 と交 信 して お り,婚 約 者 を ブエ ノス ・アイ レスに残 し
て き た隊 員 な どは,朝 ・昼 ・晩 と 日に3回 も ノ ピ ア と話
しを してい るこ と もあ っ た.も う一 つ は,こ の 基地 に は
観 光 船 が や っ て くる とい うこ とで あ る.1隻 は ア メ リカ
の"リ ン ドプ ラ ッ ド・エ クス プ ロ ラ号"で あ り,も う一
隻 は アル ゼ ンチ ンが 夏期 間 のみ チ ャー ター して い る"レ
ジナ ・プ リマ 号"(ギ リシ ャの船 で あ る)の2隻 で あ る.
前 者 は 夏期 間 に4航 海,後 者は7航 海 の南 極 観 光 を実 施
して お り,12月末 か ら2月 に か け て平 均 す る と毎週1回
観 光 船 が基 地 に や っ て くる勘 定 に な る.100～300人の 観
光 客 が ドッとや っ て くる と,基 地 の 中 は も う テ ン ヤ ワ ン
ヤ の大 騒 ぎ,隊 員 達 は ただ ちに 観 光 ガ イ ドに 早 変 わ り
し,観 光 客 か ら の サ イ ン攻 め に 悲 鳴 をあ げ る 始 末 で あ
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る.観光船での レセプンヨン,ダ ンスパ ー テ ィー,ま
た,観 光船で運ばれる家族からの手紙 ・荷物等は,隊 員
にあたかも観光旅行に来ているような錯覚を起こさせる
のではなかろうか?基 地の裏手にある高 さ約80mの岩
山の北西斜面上には美'lrなコケ群落が広がっているが,
観光客にしてみれば,そ れらは公園の芝生 と同 じ程度の
意味 しかないのであろうか,い ともたやすく平気で踏み
歩いて(荒 して?)い る,これはごく近い将来問題にな
ることであろう.
(福地光男 国立極地研究所
生理生態学研究部円助手)
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ユ ー ス
最終便にて空輸を完了したものの,本イドは定着氷が厚 く
輸送期間が長びいた.2月1日 以降基地建設作業,定常
観測業務とも順調に進み研究観測業務ではIMSに 関連
して13日今夏2回 目のロケット観測を行いS310JA-1
号機を打上げ ロケット搭載機器は正常に作動 し実験は成
功,最 高到達高度215,6㎞・水平到達距離は280㎞であ
った.2月ll日人工衛星テレメ トリ 一ー受信装置 の組立
完了,26日ノア3・4号,ISIS1・2号 の受信成功
と17次隊は幸先良いスター トを切った.
観測報告
ロケット観測,人工衛星 テレメトリー受信観測業務が
行われる一方,雪 氷部門では海水観測のため昭和基地よ
り岩島へ1,200mの海氷上に5m四 方のプールを掘削中
である.
気象概況:1月 －L旬・中旬は天候に恵まれたが下旬は
ほとんど毎日霧が出現 した.日 照時間469.4は1月とし
ては最高値となった.2月 に入り天気が安定せず上旬は
曇天が多 く中 ・ド旬は小雪を伴 う曇天と晴天が周期的に
現われ上旬と.ド旬に各1回,暴 風雪に見舞われた.気温
は平年より高11}:経過 している.
第16次隊月例報告
〈51年1月 ・2月 〉
一般概況
1月3H,第1便 が飛来し長い間,待 ちわびていた日
本からの便りや新鮮な食糧が届いた.24日や ま と旅 行
隊,17次みずほ旅行隊 をS16より収容,28L|福島記念碑
除幕式,29日は.L陸記念式が行われた.16次隊から17次
隊への越冬業務の引き継 ぎも無事終了 した.2月18日の
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区 分
平 均 気 温
月最高気温
月最低気 温
月最大風速
1月
一1 .5℃
6.6℃
-9 .4℃
19,9m/sec
2月
一3 ,9℃
2.6℃
-10,3℃
28.1m/sec
設営報告
燃料消費内訳 単位t
・ ・ぞ∴ 覧悟 一,、巖一.一..一._.一」一.　 　
普 通 軽 油16,930115,50599,930!304,425
11
よ∫}由 .5003,000.56t54093,660
1|
KC20雪上 車24号車,1月11日S20に て 配線 シ ・一 トに
よ り発 火 した計 器 盤,ス イ ッチ類 焼 損 したが 走 行 可能 な
る 修理 を行 い無 事 み ず ほ往 復 した.通 信 部 門 で は16次隊
は17次隊 と共 に ケー ブ ル ラ ック取 り付 け,テ レビ カ メ ラ
取 り付 け 調 整 及 び ログ ペ リア ンテ ナ のHF20D同 軸 ケ ー
ブ ル に よる 新 送信 棟 へ の 引 き込 み を完fし た.又,16次
隊 か らす べ て を引 き継 い だ 次17隊は アー ス工 事 を実 施,
ア ン テナ 島 と ネ スオ イ ヤ の間 に海 水 ア ー ス を設 置 し抵 抗
値7.5Ω,旧 ・新 送 信 棟 に そ れ ぞれ 延 長 した.隊 員健 康
状 態 は 概 ね 良好 で17次隊 初 の もや し3㎏ も収 穫 され,B
的 達 成に 向 か っ て軌 道 に 乗 り始 め た.
一 ヒマ ラヤの旅一
極 地 研
氷 雪 を頂 い た ヒマ ラヤ の峰 々 の 向 う,イ ン ドの3人 河
川,イ ンダ ス,ガ ン ジス,ブ ラー マ プ ー トラが源 を発 す
る 高 み に,紺 青 の水 を た た え た2つ の湖 を従 え孤 高 に そ
び え る チベ ッ トの聖 山 が あ る とい う.こ の聖 山 とは ヒ ン
ドゥーの 破 壊 の 神 シバ の リンガ(男 根)の 象 徴で あ る カ
イ ラ ス(6,714m)であ り,湖 とは 創造 の 神 プ ラー マ が
そ の 心 を映 す とい う空 欄 マ ナ サ ロ ワー ル(直 径約30㎞,
湖 面 標 高4,500m)とそ の 西 の 湖 ラ ク シ ャ ター ル で あ る.
これ ら の聖 地 は ヒマ ラ ヤが 世 界 最 高峰 チ ョモ ル ンマ(エ
ベ レス ト)の そび え る山 脈 と して 多 くの外 国 人 をひ き つ
け る以 前に,す で に 幾 千 年 に わ た って ヒ ン ドゥー教 の 人
々が極 楽 浄 土 へ の道 を念 じつつ 巡 礼 を行 って きた と ころ
で あ る.黄 金 の 白鳥 の 遊 ぶ マナ サ ロ ワ ール に 浴 し,大 地
に 叩頭 しつ つ カ イ ラス を一 順 す れ ば 極 楽 往 生 が か な う と
人 々は 信 じて い た ので あ る.
最 近 の数 十 年 間,こ の聖 地 周 辺 は,チ ベ ッ ト,西 ネ パ
ー ル,イ ン ドの3国 国 境 に 近 接 して い るた め に,政 治 的
軍 事 的 緊 張 が極 度 に高 く,昔 の よ うな 人 々の 往 来 は 禁 止
の状 態 に な っ て い る.そ して巡 礼 は す で に 言 い伝 え の 中
ニ ュ ー ス
に存在するだけとなった.い わんや一般旅行者や研究者
にとってカイラス ・マナサロワールは幻の世界にも似た
ものに変って しまっている.
今を去る50年もの昔に1人 の日本人がインド人の親友
とこの聖地に行脚する決心をする.その日本人とは当時
32歳の写真家長谷川伝次郎である.長 谷川と親友マサー
ジとは延々3ヵ月にわたる巡礼行 を1927年5月から8月
にかけて決行 し,長谷川は帰国後,他 のヒマラヤ山岳紀
行と合せて,こ の時の紀行写真集 「ヒマラヤの旅」(中
央公論,1927年刊)を 出版 した.200余枚以 【'tの珍 ら し
いすぐれた写真の数々は,そ の独特の芸術性によって当
時の山岳家や好事家の間に大きな反響を呼んだときく.
昨年12月末にこの著名な紀行写真集が3年 に及ぶ原著
者等の準備の後で復刻出版のはこびとなった.原著者自
らによるネガフィルムの調整と現代のすく・れた印刷技術
によって復刻版は初版以上の出来上りとなっている.そ
して50年を経た現在でも紀行文と紀行写真は読む人を,
ヒマラヤの峰 々のかなたの不思議な世界にひき入れる.
本年1976年1月15日81歳で亡 くなった原著者にとって
この復刻は輝く青春の墓標 となったかに見える,
〔長谷川伝次郎著1927年 中央公論刊
1975年図書刊行会復刻出版〕
(筆者:牛木久雄 テーチス協会会員)
南極大陸の鮫人の特徴は,大 陸の98%が氷床に覆われて
いることであり,その氷床の厚さの平均は約1,900mで〔極
地 豆 事 典 〕 ある.
最近は南極の地図もかな り詳 しい記載がなされるよう
南 極 大 陸 になったが,昭和30年壌は では大陸の海外線は点線(不
「雪と氷の大陸」と呼ばれる南極大陸は面積が13.6百詳の意)で 示されていた.どの地図をみても,南極大陸
万平方キロメー トルあり,1.1本の面積の約37倍である.は 一つの大きな大陸として表わされている.経度0-180
この南極大陸を地球の底とすれば,地 球の頭にあたる北 度の線に沿って大きくくびれている.この くびれを中心
極は逆に同 じ程度の面積の海,つ まり 「北 極 海」で あ に東半球側と西半球側とに分け,そ れぞれを東南極,西
る.南北両極の陸と海は偶然なのか,何 か意味があるの 南極 と呼ぶ.地 形学や地質学の上からは大陸 を三分 し,
かは,今後の研究課題の一つである.
南極大陸は地球上の他の大陸に比較すると,い ろいろ
な特徴がある.先 ず原住民が居ないこと.妓 も近い南米
大陸 とも約千キロメー トル離れてお り,地球上で唯一つ
の孤立 した大陸であることなども特徴の一つである.
平均の標高が約2,300mで,地球上の大陸の中ではず
ばぬけて高い.南 極大陸に次 ぐアジア大陸の平均標高が
約800mであるから,南極大陸がいかに高い大陸である
か理解されよう.ところが厚い氷床に覆われている南極
大陸は,そ の氷床を除いた標高,つ まり大陸岩盤の平均
高度は約400mで普通の大陸と同程度になって しまう.
大きな くびれ部分をロスウェッデル地溝帯,南 極半島側
を西南極,昭 和基地のある側を東南極と呼ぶ.
東南極は地球 ヒで最 も古い地質構造の楯状地である.
ロス ・ウzッデル地溝帯と東南極の境界には4,000m以
上の高山がある南極横断山脈が横たわっている.ロ ス・
ウェッデル地溝帯や西南極は一・連の大陸のように見える
が,覆 っている氷床をはが した後の岩盤は,海 面よりも
低い地域が多い.実は南極大陸の西側の部分は大陸では
な く,島の連続である.ロス島にあるエ レバス火山,南
極半萄先端のデセブシ・ン島など白い大陸にも活火山が
ある.
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